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ウイルスに接触する機会をつくらないために、例えば…

新宿ステップ
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《新しい日常》
意識を定着させた上での

新しい生活様式
本格実施

警戒を継続し、
● 不要不急の外出自粛
● 徹底した衛生管理
● 新しい生活様式の十分な理解（下記参照）
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あなたの命と大切な人、社会を守るために、一人一人が日常生活の中で感染予防の視点を踏まえた「生活様式」を心掛けることが大切です。
【問合せ】保健予防課保健相談係（第２分庁舎分館１階）☎（５２７３）３８６２・㋫（５２７３）３８２０へ。

感染予防のための新しい生活様式

※新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の提言（５月４日）から
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（最低１ｍ）

　５月２4日の段階で、東京都における新型コロナ
ウイルス感染症患者の報告が２名にまで減少しま
した。一時期は１日当たりの報告者数が２００名を超
えたことを思えば、その数は本当に減少したと思
います。私は、今年の３月の終わりから4月にかけ
て東京がどうなってしまうのかと本当に心配し、
医療者として気持ちが追い詰められていました。
これで東京における新型コロナウイルス感染症の
流行の第一波をくぐり抜けられる見通しが見えて
きました。
　ここまで来ることができたのは、住民の皆さま

方がいわゆる３密（密閉・密集・密接）を避けること
を意識して行ってきていただいたことが大きな効
果を示していると考えています。これら３つがそ
ろう所が新型コロナ感染症のクラスターの起こり
やすい場です。実はこの概念は、この１月からの新
型コロナウイルス感染症の国内での流行の中で、
新たに得られた知見から導き出されたものです。
私は、感染のリスクの高い場を明快に描き出した、
素晴らしい概念だと思っています。皆さん方がこ
れを避けてくださったことが今の成果につながっ
ていると考えます。
　さて、いよいよ緊急事態宣言が解除されました。
しかしこれは新型コロナウイルス感染症対策の終
わりではありません。これまでのさまざまな科学
的な検討で、少し対策が緩めば患者数がぶり返す
ことがわかっています。世界のさまざまな国でも
対策を緩和したことによって、再度流行が見られ
るようになったなどの報告があります。よって日

本においても決して意識を緩めてはならないと思
います。せっかくここまで押さえ込みが効いてい
たのに、ちょっとした気の緩みで３月から５月に起
こったような大流行がまた戻ってくる可能性があ
ります。あのときにはみんな不安で辛い思いをし
ました。このような事態はできれば、もう経験した
くないものです。
　これから対策に関しては徐々に変更されてい
き、私たちの日々の生活にも自由度が増していく
と思います。しかし３つ密の場が新型コロナウイル
ス感染にかかってしまう危険性が高いことには変
わりがありません。平穏な日々が続けられるよう、
引き続き３つ密の場を避けてまいりましょう。また
当面の間はお互いにコロナウイルスをうつし合わ
ないように、外出時にはマスクを着用することを強
くお勧めいたします。私も区民の一人として、ここ
までの多くの方々の努力を無駄にしないよう、引き
続きコロナ対策にがんばっていきたいと思います。
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